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段階 1:  部品と目的を
決める

段階 2: 悪い点を除去
する

燃料タンク
は支持構
造になる

積載重量に応
じて、ブースタ
を追加、除去
できる

段階 3: 調節可能に
する

圧力

段階 4: フィードバッ
クを導入する

段階 5: 新しい効果に移行する。
古い効果はまだ存在するが、...

マクロからミクロへ
(バルクの特性を

利用する) イオン推進エンジンは
プラズマの全体特性を
利用している

上位システム
との結合

新しい効果を採用すべきときか?

i 自動フィードバックが主機
能の実施に使われている
か?

i システムは収益逓減点に
達したか?

i 改良のためには複数の矛盾が
改良されないといけないか?

i システムが極めて特殊
化されてきたか?

幼児期
成長期

成熟期 停滞期
主機能に
関する

パラメータ

発明の
数

利益

発明の
レベル

発明のレベル

1.  矛盾の解消が
ない

2.  小さな変化で矛
盾を解消

3. 大きな変化で矛
盾を解消。同じ分
野の技術を使う

4. 矛盾を解消。効
果の完全な変化で
。通常は他の分野
からの技術。

5. 基本的な効果 [
の導入]。属してい
る上位をシステムに
変化を起こす能力
がある。

新しい効果が成熟の極みに
向かって進む
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[進化の]
段階
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理想性 =

理想性の増大

有用機能の指標

有害機能の指標

コスト、時間、重さ、
有害な相互作用を
含む

より多い 機能を
よりよく行える

システムに対する
最も理想的な変化

プロダクトを
複数化する

既存の要素が
他の機能を
引き受ける

既存の要素が
新しい機能を
果たす

有害要素または
低価値の要素を
除去する

有害効果が
有用な機能を
提供する

要素が
セルフサービスする

必要でない「変更」を
削除する

エネルギ経路を短くする

• エネルギ伝達経路を短くし、最終的には除去する。

• エネルギの変換を少なくし、最終的には除去する。

• 力と制御信号が同じ[種類の] 「場」を使う

不均一なシステム発展

マクロからミクロへの移行

• マクロレベルで行っている機能を、最終的にはミク
ロレベルで行う。その際、バルクの性質を一つの「
場」によって制御する。

経済的な圧力

• 新しい技術は、[既存の] 競合技術が成熟してし
まうまでは、急成長の機会を与えられない。

幼児期

成長期

成熟期
停滞期

無駄な
時間
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[進化の]
法則

• システムの部分は「一点突出」で改善される
。

• 一点が改善されると、他の部分が害を受け
る。

• システムの改良は、矛盾の増大によって遅
くなる。

• 一部が改善されると、他の部分が相対的に
悪化したように見える

• 下位システムの改良と「効果」をシステムが
引き取る。



固体 存在しない

状態と場

気体液体 場

次元

点 一次元 二次元 三次元

経路

直線的 平面上の曲線 立体的な曲線 固定 一関節 複数関節 柔軟

ダイナミック性 (可動性)

制御

固定
調節可能性の

増大
(連続、 多重)

調節可能 フィード
バック

変化の連続性

不変 段階的に可変 連続的に可変

振動

連続 パルス状 振動 共振
(共鳴)

定常波

表面構造

滑らか 突起がある 粗い 活性表面

単一体
(中実体)

空洞 多数の
空孔

チューブ

毛細管
構造

流体を入れた
多孔質

流体を入れ、
構造化している

空孔 (空隙)

分割

単一体 多部分 粉末、
ミスト

混合媒体

仲介者

分離なし
セパレータ
(分離する) 

既存オブジェ
クトで作った
セパレータ

空隙で作った
セパレータ

または

ロケット
ノズル
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[進化の] ライン
左への動きが有用、
右への動きが有害。 [訳注]

[訳注 (2007. 7.16 中川):  原文は、"Useful move left --
Harmful move right" であるが、左右が逆で誤りである。]
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単一 二重システム 相互作用 統合

?

グループ
(異なったもの)

結合
(部分統合)

統合

?

グループ
(反対のもの)

結合
(部分統合)

統合

?

グループ
(少し違うもの)

結合
(部分統合)

統合

単一 二重システム
結合
(部分統合)

統合

単一 同じものを
複数化

結合
(部分結合)

統合

単一 複数化
(同じ物)

統合

複数化 (同じもの)

(少し違うもの )

(多様なもの)

(反対のもの)

結合、

相互作用
統合

複数化のライン
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グループ
化


